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どんな特徴があるの？

● 汎用的な設計補助機能が追加されます。

● 日本語環境向けの機能が追加されます。

● BricsCAD、IJCAD に無い AutoCAD 機能が追加されます。

これらの機能により生産性🆙。作業者の負担を減らします。



汎用機能の例

● 「用紙枠」と尺度の設定。

● 「補助線」の作図。（背面作図＆補助画層への作図）（AutoCAD Mechanicalにある機能っぽいやつ）

● パージ付き保存。（ファイル容量を小さくする効果。）

● DWG・DXFのバージョンの一括書き出し （パージや画層表示切り替えなどのアクション設定付き）。

● ２図形間の分割線や円作成 （中心線・等分割線、同心円）

● 入れ替え移動、図形の交点に一括で図形を作図

● 名前をつけたビューの一括画像ファイル書き出し。

● 画層状態の反転（表示・ロック・フリーズ）

● （ちょっと選ぶのが面倒な）システムの特定フォルダを表示する機能

● ESCキーアイコン !!（タッチパネル操作の補助）



日本語環境向け機能の例

● 半角・全角やカタカナ・ひらがなの変換

● 日本語IMEの ON/OFF 切り替え

● 日付記入（年号・西暦）

● 数値文字からの表計算

● …etc.



BricsCAD向けの機能 ver5.5～

● スナップ管理、切り替え機能（パワースナップっぽい機能）

● クイックグループ化。

● 点で分割コマンド。



でもお高いんでしょう？

ひとり = 書籍1冊分の費用です。 （新聞図書費や研修費で落とせる!）

エンタープライズ（約５０冊分）で（組織内）無制限に。

書籍を買えば、その対象バージョンはずっと使えるライセンス。

対象書籍 ・AutoCAD ＆ BricsCAD ＆ IJCAD らく速テクニック

・AutoCAD ＆ IJCAD らく速テクニック

・GizmoTools リファレンス



対象書籍の購入はこちら

Gizmo Labs のおみせ Booth支店

https://gizmon.booth.pm/

https://gizmon.booth.pm/

